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対流圏の気温の鉛直分布は「短波放射と長波放射の平衡」だけでは決まらず、主に“対流による調節（放射対流平衡）”によって決まる。
ただし、高度 1 km あたり約 6.5℃低下するという値（標準気温減率）は正しい
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Pnz=-g*(Δz/Δn)
Pnp=-(1/ρ)*(ΔP/Δn)
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オゾンは主に低緯度成層圏で生成されるが、成層圏の大規模循環により中緯度〜高緯度へ輸送され、
そこで数密度が最大となる。

成層圏には次のような大規模循環があります。
①低緯度で上昇
②高緯度へ水平輸送
③中高緯度で下降
このため、低緯度で生成されたオゾンは、中高緯度へ運ばれ、下降して濃縮される
冬半球の成層圏では、
①日射が弱く、光化学的なオゾン破壊が少ない
②極夜ジェットが強く、下降流が強化される
③その下降流によりオゾンが圧縮され、数密度が増える
つまり、冬半球はオゾンが“溜まりやすい”環境

「厳密にいえば微量のオゾンが地表付近に到達することもあるのでは？」  → はい、その通りです
ただし、これは「例外的にごく微量が到達し得る」という意味であり、
一般的には“成層圏オゾンが地表付近まで降りてくることはほぼない”という説明が正しい

オゾン（O3）は温室効果ガスに含まれます。
理由は、オゾンが 赤外線（長波放射）を吸収して
大気を温める性質を持つためです
①成層圏オゾン（約15〜30 km）
太陽紫外線を吸収して成層圏を温める
地表の気候にも影響する
温室効果ガスとして働くが、気候への影響は比較的弱い
② 対流圏オゾン（地表〜10 km）
人間活動（NOx、VOC、光化学反応）で増える
強い温室効果を持つ
CO2に次ぐ短寿命の温室効果ガスとして重要

水蒸気はれっきとした温室効果ガスであり、実は地球の温室効果に最も大きく寄与している気体です。
地球の温室効果の“主役”は水蒸気である
水蒸気：約 50〜60%
水蒸気＋雲：約 70〜80%
CO2：約 20〜25%
その他（CH4、N2O、O3など）：数％
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予想方法の変更は「①許可」ではなく “②届出” が必要とされているため

伝達方法の変更は「③報告」ではなく “②届出” が必要とされているため

①許可、事前、行政が審査し、OKが必要、「やっていいか確認」
👉 行政が「やってよい」と事前に認める行為
・事前に行政の審査を受け、許可を得ないと行えない行為
・行政が「適切かどうか」を判断し、OK が出て初めて実施できる
・もっとも厳しい規制の形
②届出、事前、行政に知らせるだけ、「こうしますと通知」
👉 行政に「こうします」と事前に知らせる行為
・行政の“許可”は不要
・ただし、事前に届け出る義務がある
・行政は内容を把握し、必要なら指導・監督を行う
③報告、事後、行政に情報提供、「こうなりましたと報告」
👉 行政に「結果を知らせる」行為
・事前ではなく、事後に状況を伝える
・行政が監督のために情報を求める場合に行う
・届出よりも軽い義務
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1. 「直ちに」＝即時・一瞬の遅れも許されない
法律用語としての「直ちに」は、
・できる限りその瞬間に
・時間的猶予がほぼゼロ
・即時の行為が要求される
という、非常に強い義務を意味します。
2. 「遅滞なく」＝合理的に考えてすぐ、必要最小限の猶予は許される
「遅滞なく」は、法律上は次のように解釈されます。
・社会通念上、必要な準備・手続をしたうえで、できるだけ早く
・不必要な遅れがあってはならない
・ただし、物理的に即時が不可能な場合の最小限の猶予は許される


